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わずか３ヶ月という短期間で申請システムを構築
変化の激しいテレコム市場の基幹システムを支えるASTERIA
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激変する市場ニーズに対応するための、
短期開発の必然性

ソフトバンクテレコムが提供する「おとくライン」は、
NTTが使用していないドライカッパ（銅線）を活用し、
NTT設備を経由せずとも電話網を構築することがで
きる直収型電話サービス。これまでお客様がNTTに支
払っていた基本料金分が割安になり、新たに電話を敷
設する際にも電話加入権が不要になるなど、企業に
おける通信コスト削減に寄与するサービスだ。この直
収型電話サービスは、各通信事業者が今後注力する
サービスとしても期待されており、ソフトバンクテレコムは
2004年12月にサービスを開始して以来、現在でも着実
に契約数を伸ばしている。
ソフトバンクテレコムの音声サービス事業の柱であ
る「おとくライン」を支えているのは、法人・個人に関わらず、
回線の申し込みからNTTへの工事申請、開通までの工
事管理、交換機への情報提供、さらに契約後に発生
する請求処理など一連の作業を行う基幹システムだ。こ
の基幹システムに入力するためのインターフェースには
Webシステムが採用され、回線ごとにオプションを細か
く指定しながら、回線申し込みから開通までの手続きが
可能となっている。しかし、サービス開始以前から、１つの
懸念事項があったと情報システム本部の菊地正行氏
は語る。それは、営業が専任で対応している大手企業に
対する回線申し込み方法だ。「１回線をご契約いただく
際には、入力作業にさほど問題は生じません。しかし、例
えば100回線も同時にご申請いただく大手の企業では、
１つの回線ごとに用意されたオプションを40～50項目ほ
ど選択しなければならない場合があります。これをすべて
Webで入力するには大変な労力が伴います。」
この大手法人向けの回線申し込みに関しては、サービ
ス開始以前からExcelによる自動申請システムを検討し
ていたと菊地氏。しかし、昨今のテレコム市場においては、
ビジネスの変化が激しく、そのスピードに対応するために、
システムのカットオーバーまでにはわずか３ヶ月という短
い期間でのシステム開発が必須命題となっていたとい
う。そのため、メールシステムとして活用しているNotesに
Excelで作ったヒアリングシートを添付し、それを基幹シ
ステムに自動投入するシステムを一次フェーズとして開発、
その後WebによるExcelアップロードのシステム「Web
申請システム」を構築するという２段階でのシステム開
発を実施。結果として、短期間で受付申請・手配業務
システムを立ち上げることに成功した。柔軟なシステム
連携と簡易なプログラミングが可能なASTERIAだから
こそ、短期開発を実現できたといえる。

選定ポイントは既存システムとの相性・
直轄改修・トラッキングが可能なこと

システム選定のポイントは、大きく３つ挙げること
ができると菊地氏は語る。まずは、Notesや申請情
報が入力されたExcelとの相性。これは、Notesに添
付されたExcelシートをCSVで開き、基幹システムに
データを自動投入できる形にする必要があったからだ。
ASTERIAの場合、既存システムと連携するためのア
ダプターが数多く提供されており、各種データフォー
マットに対応している。「元 E々xcelやNotesと連携す
るためのアダプターが用意されていたため、相性という
意味では問題ありませんでした。各種システムとの豊
富な連携実績も十分評価できたポイントです。」と菊
地氏。もちろん、「Web申請システム」は短期開発が
条件であったため、検証期間をできるだけ短縮できる
という観点からも、既存システムとの相性は重要だっ
たという。
２つめは、自社の開発部門で直接改修作業がで
きることだ。同部の藤田邦彦氏は「めまぐるしく変化
するビジネス環境の中にあるテレコム市場では、経
営戦略や方針によってワークフローの変更や追加
開発も頻繁に行われることになります。そのため、柔
軟に開発できる環境が必要となるのです。」と語る。
ASTERIAが提供している「ASTERIAデザイナー」で
は、各処理をアイコン化したものを利用し、処理手順
どおりにそれを線で連結するだけで設計開発が可能
になる。JavaやDBの簡単な知識だけでアプリケー
ション連携が可能であるという、複雑なシステム要件
に対しても短期間で開発できるようになるという。
最後に求められた要件は、単体でリアルタイムなト

ラッキングが可能であるということだ。通信インフラを
提供している同社がサービスを停止するということ
は、ビジネスに多大な影響を及ぼす結果を招いてしま
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ソフトバンクテレコム「おとくライン」基幹システム構成図 
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う。そのため、アプリケーション障害を迅速に発見でき
る仕掛けが求められていた。現在は、ASTERIAの持
つログモニターによって、アプリケーション処理の状況
をリアルタイムに確認することができるようになってお
り、障害に対する備えも万全の状態だ。
このシステムを開発するにあたって、システム構築
を担当したのは、インフォテリアの強力なパートナーで
ある松下電工インフォメーションシステムズ株式会社。
本来なら自社開発が望ましいものの、わずか３ヶ月と
いう短期開発が求められていたため、初期開発は外
部に委託することになった。開発期間の短さに多くの
ベンダーが辞退していく中、ASTERIAを知り尽くした
松下電工ISは、その開発期間で実際にシステムを作
り上げることに成功。ソフトバンクテレコムでは、マルチ
ベンダー対応に力を注いでいるシステム開発能力とそ
の提案力を高く評価しているという。

運用場面でも見えてくるASTERIAのメリット

現在の運用では、法人担当の営業が入力したヒア
リングシートをWeb画面からASTERIAにアップロード
することで、回線申請を行う。そこから、番号取得やNTT
への顧客情報開示請求、現地調査、工事日の確定を
経て、NTTへ変更申請を行い、回線開通を迎えること
になる。回線開通までの進捗状況を確認するためには、
ASTERIA上に用意されたタスクリストを確認することで、
自分の受け持っている顧客の作業状況が一目でわかる
ようになっている。万が一タスク処理上に問題がある場
合、そこから先に処理が進まないようにASTERIAで制
御しており、数百人の営業がそれぞれ担当する顧客へ
のフォローが迅速に行えるのだ。
また、ワークフローの変更やシステムの追加開発が
行われるたびに、ASTERIAのメリットを享受していると
藤田氏。「効率化を図るために常にワークフローの見直
しを行っていますが、ASTERIAが各アプリケーションに
対するコンポーネントを持っているため、一般的なパラ
メータ変更で簡単に変更することができます。検証する
範囲も減るし、実装も早いですね。」とASTERIAを高く
評価している。特に、視覚的にタスクを変更できる点が
使いやすい部分だという。また、実際のシステム開発場
面では、わずか３日間の研修を受けるだけで、簡単なアプ
リケーション開発を実現することができたと驚きを隠せ
ない。
システムにおけるパフォーマンスも、十分に要件を満
たしていると菊地氏。現在、「Web申請システム」では、
DB連携やURL連携、帳票出力など40種類あまりのイ
ンターフェースを活用しているが、パフォーマンスに関して

は良好な状態だ。処理件数も、ヒアリングシートの処
理が月間２万件、レコードの処理件数は月間100万処
理にも及ぶものの、ネットワーク環境にロードバランサも
配置し、快適な環境を維持している。また、導入初期に
はExcelによる帳票ダウンロードに時間がかかる場面
もあったが、高速化コンポーネントとExcel連携用のコン
ポーネントそのもののバージョンアップにより、処理時
間が30分の１分程度になったケースもある。ASTERIA
そのものをこまめにバージョンアップするインフォテリア
の製品開発に対する姿勢も高く評価しているポイント
だという。

実績ができたことで、
他システムへの展開も視野に

将来的な展望については、まだ具体的な将来像は
見えていない。ただ、事業の拡大によってはASTERIA
で処理できる件数をさらに増やすことを検討していると
いう。また、まだシステム化されていない工程が申請ワー
クフロー内で存在しているため、これらの簡略化・シス
テム化を図ることで、更なる作業負荷の軽減を目指して
いきたいと藤田氏。さらに、柔軟なシステム連携が可能

になったことで、社内で実績ができたASTERIAを他の
Webアプリケーション開発の場面にも活かしていきた
いと今度の意欲を語ってくれた。■


